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音音音楽楽楽ののの架架架けけけ橋橋橋
小・中学校の校歌ＣＤが完成
文化財として未来へ受け継ぐ
狛江市立の小・中学校の校歌を収
録したＣＤ「コマエのコウカ」の贈呈
式が3月14 に市役所で行われた。
式では、音楽の街－狛江 エコルマ
企画委員会の木津陽介会長がCDを
高橋都彦市長に手渡し、完成を喜び
合った。
完成したCDは12㌢CD２枚組で、

１枚には、現在ある小・中学校10校
と統廃合でなくなった４校の校歌と狛
江市の歌「水と緑のまち」の合わせて

１５曲、もう１枚にはピアノ伴奏
のオリジナルカラオケが収録され
ている。木津会長は「恐らく東
京都では初めての取り組みでし
たが、構想から10年、作業に３
年をかけ、多くの人の協力で実
現でき、大変感慨
深いです。文化財
として残すため、
廃校になった学校
の校歌も収録した
いと考えましたが、楽譜を集めるのに
大変苦労しました。ひとりでも多くの
人に聞いてほしいです」と話し、高橋

市長は「狛江の音
楽のレガシー（遺
産）としてこれか
らずっと引き継が
れていくことが実

現し大変すばらしい」と喜んでいた。
CDは受注販売する予定で、１６
からエコルマホール事務局（☎

3430-4106）で972円（税込み）
で申し込みを受け付ける。

高橋市長(左)にCDを
手渡す木津会長

和泉多摩川地区センター
1日にリニューアルオープン
和泉多摩川地区センター

（猪方4-1-1・写真）が1
にリニューアルオープン

する。
施設の老朽化にともなっ
て建築工事が進められてい
たもので、
新しいセ
ンターは
鉄骨造り
３階建て、
1階は入
口と公衆
トイレ、２
階と３階はいずれも面積45
平方㍍の会議室や給湯室な
どが設けられている。
利用料は1区分200円。
利用する場合はみんなの広
場（東和泉2-20-12えのき2
番館103号）で営業時間（午
前11時～午後6時
休み）内に申し込 受
け渡しを行う。
問 い 合 わ せ ☎3430-

1111狛江市地域活性課コ
ミュニティ文化係。

先駆的公益事業を支援
市民公益活動事業補助金

〔補助金の種類〕スタート補
助金・チャレンジ補助金
〔対象団体〕市民公益活動
を行う団体で、次のいず
れにも該当する団体。①
市民が自主的・自発的に
行う不特定多数のものの
利益の増進に寄与するこ
とを目的とする活動を行
う団体②営利活動を行
わない団体③宗教、政

治、公益を害する恐れのあ
る活動を目的としない団体
④狛江市に住所がある役員
が在籍、または事務所・活
動拠点・活動範囲に狛江市
を含む団体。
※スタート補助金は、４月１
日時点で、設立から３年を
経過しておらず、過去に同
補助金の交付を受けたこと
がない団体に限る。

〔対象となる事業〕交付決
定日以降29年度内に市内
で行われる、先駆的で将来
性のある事業、または市民
ニーズや地域性に適合した
特徴ある事業（市の他の補
助金等の財政支援の対象と
なる事業は除く）。
〔補助金額〕スタート補助金
は上限５万円で、チャレンジ
補助金の上限は２０万円。
〔提出書類〕①指定の申込
書②団体概要書（スタート
補助金のみ）③事業計画書

④収支予算書⑤定款または
会則等⑥名簿
〔応募締切〕５月8日 で
に狛江市地域活性課コミュ
ニティ文化係へ
〔選考方法〕公開プレゼン
テーション方式（スタート補
助金申請団体は書類選考の
み）。選考会は5月28日
※詳細は市ホームページを
ご覧ください。
〔問い合わせ〕☎3430-
1111狛江市地域活性課コ
ミュニティ文化係。

セイヨウアブラナ科に属する菜
花の一種で、多摩西部や川崎市多
摩区などで江戸時代半ばから栽培
され、市内でも栽培する農家が増
えている。苦みがなく甘みがあり、
くせが少ないため、おひたしなど
の和食だけでなく、パスタの具な
どにも使われる。葉がすぐしおれ
るので買ったら早めに調理した方
が良い。

のらぼう菜

４４月月のの
狛狛江江野野菜菜

平成26年に18軒21人の農家が集まって「狛江GAP研究
会」を発足した。同会は、土壌や農薬、肥料など20にも及
ぶ項目をチェックしながら「狛江ブランド野菜」を栽培してい
る。マインズショップなどで販売されており、安心で安全な

野菜として好評だ。今号から狛江ブランド野菜を生産する同会会員を紹介する。

年間約40種の野
菜を生産し、マイン
ズショップに出荷する
ほか、市内の飲食店
などにも卸している。
力を入れているの
は狛江特産の枝豆
で、茶豆風味など
3品種を露地栽培す
る。また、これから

が旬の新タマネギ、赤タマネギの生産量も
多い。冬はケール、アイスプラントなども
栽培している。土作りに力を入れるほか、
1年に1品は新しい野菜作りに挑戦する。
会長を務める谷田部さんは「枝豆がお
いしい期間は4日ぐらいしかないと言われ
るほどで、収穫期を見極めるのが難しい
作物。ことしもたくさんの人に喜んでもら
いたい」と話している。

年間約40種の野
菜と、獅子ユズなど
数種の柑橘類や梅、
カキの果樹を生産し、
マインズショップに出
荷するほか、直売所
で販売している。
サラダにも使える
野菜を主力としてお
り、農薬を使わず、

虫などの食害を避けるためハウスで栽培
するなど気を配っている。井戸水を使い、
味だけでなく、見た目も楽しめるよう、色
や形が異なる野菜を栽培している。この
ほか、4月半ばに新タマネギ、夏にはさま
ざまな種類のトマトを出荷する。
荒井さんは「野菜は生で食べると味が
よくわかる。野菜を通して季節を感じてほ
しい」と話している。

こまえを
耕耕す

荒井正さん
70歳（中和泉）

谷田部正美さん
56歳（東和泉）

狛江市役所近くの「旬香」は、大山
鶏や野菜を使ったさまざまな料理が楽し
める居酒屋。
同店は平成20年に知人が開店し、
店長を務めていた中島暁史さん（42）
が翌年に店を引き継いだ。素材の産地
と鮮度にこだわり、調理に時間と手間
をかけた料理は、ボリュームたっぷり。
メインの鶏料理は、鳥取県の銘柄鶏
である大山鶏を毎日仕入れ、さまざまな

方法で調理して提供する。鶏のメニュー
は２０数種あり、レバ刺し（500円・税
込み）をはじめ、部位別に9種ある焼き
鳥（150～220円）、唐揚げ（550円）、
もも肉の岩塩焼き（680円）、西京焼き
（同）、自家製レバーペースト（500円）
がおすすめだという。
長野県や岩手県の契約農家から取り寄
せた野菜を使った料理もあり、バーニャカ
ウダ（780円）、有機ポテトアンチョビガ
ーリック炒め（480円）などが人気。こ

のほか、8時間も
煮込んだ牛すじ煮

込み豆腐（680円）、自家製だ
し巻き卵（550円）、地鶏だし
の有機雑穀雑炊（550円）な
どは、柔らかい味わいが好評。
また、酒の種類が豊富で、季
節に合わせた日本酒約10種、
焼酎約35種のほか、梅酒を約
15種揃えているのも特色。
テーブルとカウンター合わせ

て24席の店内はグループや家族連れなど
でにぎわっており、女性のひとり客も多い。
中島さんは「大山鶏は臭みがなく、
ふっくらとしてジュー
シーな食感が特徴で、
程良い脂があって日
本人の舌に合ってい
ます。そのおいしさを
十分生かすよう気を
配っています」と話し
ている。

☎3480-8919　中和泉1-2-13　営業＝
午後5時～12時（ラストオーダー11時）、
月曜休み

鶏料理・居酒屋

旬
しゅん

香
か

旬香
狛江通り

い
ち
う
通
り

品
川
道

市役所

中島暁史さん

大山鶏の味生かす多彩なメニュー


